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第４回京丹波町総合計画審議会　議事録要旨 

令和７年２月19日（火）　午前10時00分～11時45分（全体会は10時30分まで） 

開催場所：京丹波町役場　防災会議室 

 

１．開会 

（欠席者：谷委員、沖委員、山本委員、奥戸委員、湊委員、堀委員、樋口委員） 

 

２．あいさつ 

＜会長＞ 

　本日は、昨日からの降雪にもかかわらず総合計画審議会にご出席いただき感謝する。

今年に入り、アメリカのトランプ大統領の就任により世界中がかき回されている状況

だが、京丹波町でも課題が多くあり、町長をはじめ国の対策によって少しでも良い方

策を策定できるよう、ポジティブに、明るい将来になるような案を出していけたらと

思う。まだまだ寒い状態が続くが、お身体にご留意ください。 

 

＜町長＞ 

　本日は足元も悪い中、第４回京丹波町総合計画審議会にご参加くださり感謝する。

雪がたくさん降っているが、道路の通行止めや電車の大幅な遅延等、以前はもっと降

っても起きていなかったような状態になっており、インフラが弱いのではないかと感

じている。京丹波町は谷や渓谷などの地形の状況があるが、やはり安心安全なまちづ

くりのために報告していかなければならないと思う。 

　地方創成の取組を始めて10年ほどが経ち、タウンプロモーション事業は功を奏して

いるのではないかと思う。町民の皆様の健康増進や京丹波町のPR、教育の振興、子育

て施策の充実等のため、大学や企業との連携をし、議会とも一枚岩になり、町内の諸

団体とも一緒になり前を向いて進むという多面的な施策を打ってきた。そのおかげか、

実際に、人口減少の面から見れば過疎化は進んで転出も増えてはおり、入ってきてく

ださる方も多く、カフェ等を開店される方も増えてきている。起業される方も多いと

聞いている。京丹波町の魅力が増して、元気が出つつあるのではないかと思う。これ

から第２ステージの「熟成期」に持って行かねばならない。そこから持続可能なまち

づくりに繋がっていくと考えている。そのため、今後の5年間は非常に大事な時期だと

思っている。ふるさと納税額も上向いており、これからも日本全国から選ばれる町に

なるよう、課題をひとつずつ克服して魅力を増していかねばならないと強く思う。 

　前回の会議では、次期総合戦略の素案についてご検討いただき、皆様から貴重なご

意見を賜り、その意見やパブリックコメントの結果を踏まえて計画案のとりまとめを

進めていただいた。今回はいよいよ答申案について議論を進めていくことから、皆様
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よろしくお願いする。みんなが生きがいを持って、いつまでも活力のある京丹波町の

実現に向けて、幅広くお力添えいただけますようお願い申し上げる。 

 

３．　協議事項 

　①パブリックコメントの結果報告について 

　（事務局より説明） 

【質疑応答】 

＜委員＞１ページ目の「しかしながら」は必要ないのではと思う。 

＜事務局＞「しかしながら」を取る方向で検討する。 

 

＜事務局＞パブリックコメントのNO.2「取り残されない」の表現について、国でも「取

り残されない」との表現が多く、ここは京都府も含め常套句というところがあ

るが、どうか。 

＜委員＞「置き去りにされない」との意見もあるが、私は「誰一人取り残されない」の

方がわかりやすく伝わるかと思う 

＜会長＞「取り残されない」の表現でよろしいか。それでは、その表現のままでお願

いする。 

 

②第３期地方版総合戦略の答申(最終案）について 

（事務局より説明） 

【質疑応答】 

＜委員＞1ページ目の「着実に」という表現は先ほどのものと統一した方が良いのでは

ないか。 

＜事務局＞修正する。 

＜会長＞「着実に」を抹消するということでよろしいか。 

＜事務局＞先ほどの計画本文で行った整理に表記を統一していきたいと思う。 

 

＜委員＞3ページ目の人口が、2020年が1万人で、2060年が8,100人とあるが、人

口減少はどのように推移していくか。 

＜事務局＞人口ビジョンは、第一期総合計画の策定の際に作成しており、そちらの数

字を使用している。 

＜事務局＞減少の要因に関しては、もう少し分かりやすく整理させていただく。 

 

＜事務局＞本日の審議会をもって最終案とさせていただく予定。今後、誤植や内容の

修正に関しては、この場でご確認いただけますようお願いする。 
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＜会長＞ただいま事務局より、今後の修正等の対応について、確認があった。私とし

ては、今回で議員の皆様方のご意見を集約できたと思う。今後の修正につきま

しては、私と副会長と事務局にお任せいただきたいと思うが、どうか。（一同

賛同）では、そのようにさせていただく。 

＜事務局＞引き続き、会長の最終判断を受けながら、総合戦略の内容を決定し、策定

していく。 

 

＜委員＞今回パブリックコメントが6件ほど寄せられている。他の計画では1件も集ま

らないこともあるが、この方々はどういったところからご意見が入ったか参

考に教えていただけるか。 

＜事務局＞全て、ホームページなどからメールでご回答いただいている。 

 

４．部会による協議（３部会ごとに開催） 

（議事録は別紙）


